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 知的財産 
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 二つのタイプのオープンイノベーション  

第 8 章では、イノベーションと標準化に

ついて見ていこう。まず、取り上げなけれ

ばならない話題はオープンイノベーショ

ン。米国の経営学者チェスブロウ教授が執

筆し、世界中で着目されるようになった理

論である。このオープンイノベーションに

は、二つのタイプがある。一つは、インバ

ウンド型のオープンイノベーション。これ

は、外から技術を取り入れて自社製品をよ

り良い物にして売るというもの。いろいろ

な技術を取り入れることで、自社技術をブ

ラッシュアップするのである。 

スライドに示している図を見て欲しい。

この図はチェスブロウ教授が著書の中で記

述している図であり、よく見ると、外に出

てゆく技術が書かれている。技術を外に出

してイノベーションを起こす。これがアウ

トバウンド型のオープンイノベーションで

ある。実のところ、アウトバウンド型のオ

ープンイノベーションは、ほとんど議論さ

れておらず、学術論文の数も少ない。標準

は、このアウトバウンド型のオープンイノ

ベーションの典型的な形と言える。 

詳しく説明すると、オープンイノベーシ

ョンは、インバウンドとアウトバウンドと

いう二つのタイプがあり、アウトバウンド

は外部へ技術や知識、アイデアを提供する

ことで価値を作り出し、それを獲得すると

いうビジネス戦略である。標準化は、アウ

トバウンド型のオープンイノベーションを
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実行しているのである。外部に技術とか、

知識やアイデアを提供することで、多くの

人々や企業にその技術を使ってもらう。そ

れによって自社が利益を獲得する。これ

が、アウトバウンド型オープンイノベーシ

ョンであり、標準化の本質である。 

日本のことわざに「風が吹けば桶屋が儲

かる」がある。これを実際に戦略として実

行しているのが標準化である。最初に行う

標準化という活動自体は利益を生むもので

はない。これは技術を外に出す活動だから

である。ところが、技術を外に出すことに

よって、ぐるりと回って、自社に利益が戻

ってくる。このような儲かる絵を描いて、

戦略を実行する。絵の中には「どの技術を

出すか」が描かれている。これが標準化の

肝となるのである。 

 知的財産と標準化のビジネス活用  

オープンイノベーションの他に、もう一

つ話題となっている言葉がある。オープ

ン・クローズ戦略であるが、これも少し説

明しておこう。 

オープン・クローズ戦略とは、自社が保

有する様々な技術の中で、クローズにして

利益を得る技術と、オープンにして市場拡

大する技術を使い分ける戦略である。よく

考えてみると、このような戦略は昔から実

行されている。新しく名前を付けたことに
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より、流行しているだけであり、新しい競

争戦略ではない。 

ただ、ここで標準化がとても取り上げら

れているから、少し誤解が起こっている。

クローズするのが知的財産や特許であり、

オープンにするのが標準という考え方があ

るが、これは正しいとは言えない。知的財

産をブラックボックスにして誰にも見せな

いことがクローズで、知的財産を公開して

誰でも使えるようにしてしまうのがオープ

ンである。特許は、ブラックボックスと公

開、二つの間をコントロールすることがで

きる仕組みである。言い換えると、知的財

産をどの程度オープンにするかを調整する

のが特許なのである。誰に特許をライセン

スするか、いくらでライセンスするかによ

って、知的財産の開放度（オープン）をコ

ントロールすることができる。 

例えば、特許を誰にもライセンスしなか

ったり、特許出願せずに技術を社外秘にす

れば、技術の独占化を図れて市場シェアの

全て、すなわち 100%を獲得することができ

る。ところが、市場は広がらないので、自

社の利益は増加しない。一方、特許出願せ

ずに技術を全て公開して誰でも使えるよう

にすると、市場は急速に広がるだろう。当

然、自社の市場シェアは低下し、儲からな

くなる。 

このような現象を図式化したものをスラ

イドに示している。技術を一定程度オープ

ンにして、且つ、一定程度クローズにし

て、図の青い部分の面積を最大にするポイ
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ントを見つけ、自社の利益を最大化させ

る。これが知財戦略である。技術を全て開

放するなら発表してしまう。論文で発表し

たり、ウエブサイトに掲載したりする。一

方、完全に秘匿するなら特許出願や学会発

表もせずに、技術を誰にも見せない。 

特許出願と権利化は、技術内容をオープ

ンにするが、特許ライセンスの相手先やラ

イセンス料などの条件をコントロールする

ことができる。すなわち、知的財産のコン

トロール、知的財産をどのような状態に置

くかというのが、オープンとクローズをコ

ントロールすることなのである。 

では、特許出願と権利化が技術のオープ

ン・クローズのコントロールであれば、標

準化は何に当たるのだろうか。オープン・

クローズ戦略の文脈で標準化を述べるとす

れば、標準化はオープンの先にある行為と

言える。技術をオープンにしたからといっ

て、技術が使ってもらえるとは限らない。

技術を使ってもらえるように積極的に宣伝

し、推奨する。これが標準化という取り組

みである。積極的に技術の普及を図る、言

い換えるとオープンの一歩先にある行為で

ある。 

そして、積極的に普及を図ることの、さ

らに先には「必ず使ってもらう技術」とい

う考え方がある。これが規制である。もち

ろん、規制において「××技術を使わなけ

ればならない」と規定されることは多くな

い。どちらかというと、「△△という行為を

してはならない」と条文や規則に書かれる
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ことが一般的であろう。ところが、この行

為をしないこと、規制を遵守するためには

特定の技術を使わざるを得ないということ

はよくある。これが標準化と規制の位置づ

けである。ゆえに、標準と規制は同じよう

な概念であることが、理解できるだろう。

そして、前章にて説明した認証は、標準化

された技術を適正に使っていることを認め

るという行為であるため、標準化と規制、

二つの間に存在するとも言える。 

ここで説明したことを、少しまとめてみ

よう。ブラックボックス化は、技術を秘匿

して外部に見せない。特許は、技術を権利

化するが、その代りに技術を他社に見せる

ことになる。オープン化は誰でも技術を使

えるようにする。そして標準化は誰でも同

じ技術を使うように推奨する。認証は同じ

技術を使っていることを確認して保障す

る。規制は同じ技術を使うことを義務づけ

る。このように、技術は色々な状態に置く

ことが可能である。技術の状態をコントロ

ールするのが、テクノロジーマネジメン

ト、技術のコントロールということにな

る。 

スライドに示す図は、先に述べたブラッ

クボックス化から規制までを「技術普及の

容易さ」と「技術の正確な移転」という視

点で整理したものである。図の右側であれ

ばあるほど、技術は簡単に普及でき、上側

であればあるほど、技術は正確に移転でき

る。 
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ところが「実施コスト」という視点を入

れると、様相が変わってくる。スライドに

示している図は、「技術普及の容易さ」と

「実施コスト」という視点で整理したもの

である。実施コストだけを考えると、ブラ

ックボックス化が最もコストが大きくなる

だろう。技術を秘匿するためには、多くの

ことを実施しなければならず、大きなコス

トが掛ってしまうのである。もちろん、規

制や認証も、コストが大きくなってしま

う。規制を作るには一つの企業だけが活動

しても作れないし、認証システムを作るた

めには多くの企業を集めなければならな

い。特許や標準化にもそれなりのコストが

かかる。一方、最もコストが掛からないの

がオープン化である。 

ブラックボックス化と特許化、オープン

化、標準化、規制・認証化、いわば五つの

戦術がある中で、自社の技術にどの戦術を

用いるのか、加えて、何時用いるのか。こ

れがイノベーションと標準の関係で重要に

なってきている。 
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 研究開発の段階別の利活用  

本節では、先に述べた五つの戦術の使い

分けについて、研究開発の開始前から製品

黎明期まで、八つの段階に分けて解説しよ

よう。 

 研究開始前 

研究開発を始める前に、企業は特許検索

などを行い、開発目標の技術がどのように

なっているかを調べることが多いだろう。

この時、標準や規制がどのようになってい

るかも合わせて調べて欲しい。 

技術開発を成功させ製品を造ってみたけ

れど、規制があって使えなかったというこ

とも、よく耳にする話である。 

特許を調べるだけでなく、必ず標準や規

制を調べた後で研究開発に着手することが

肝要である。 

 研究開発初期 

研究開発に着手した後に成果が出ること

になるが、この時、成果物である技術は必

ずブラックボックス化されている。なぜな

ら、成果物である技術を知っているのは、

開発した自分だけであるからだ。 

その後、成果物である技術をどのような

状態に置くかを考えなければならない。基

礎研究であればオープンにすることが多い

だろう。もちろん、一部は特許にすること

もある。 
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では、なぜ成果物である技術をオープン

にしなければならないかというと、研究を

活性化することが重要だからである。特定

の分野を自社だけで研究していたのでは、

研究はなかなか進展しない。研究を活性化

して、参入者を増やして、色々な人が研究

することで、その分野の研究が進展する。

もちろん、研究開発競争に負けるわけには

いかないので、常に、研究の先頭を走り続

けなければならず、そのための努力は必要

である。 

したがって、オープン化するかどうか

は、研究の初期段階で重要な課題になる。

そして、オープン化に伴って重要な標準化

が起こることになる。用語や単位などの標

準である。すなわち、オープン化すること

で、名前を決め、単位を決めるのである。

多くの場合、新しいものを作った時に、そ

の名前は最初に発表した人が決める。それ

によってモノの外縁が決まる。名前とモノ

の外縁を自社にとって都合よく決めるられ

るかどうかというのは、企業経営にとって

重要である。 

前述したようにオープン化するかどうか

は、研究の初期段階で重要な課題になる。

そして、オープン化に伴って重要な標準化

が起こることになる。用語や単位などの標

準である。すなわち、オープン化すること

で、名前を決め、単位を決めるのである。

多くの場合、新しいものを作った時に、そ

の名前は最初に発表した人が決める。それ

によって物の外縁が決まる。名前と物の外
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縁を自社にとって都合よく決めるられるか

どうかというのは、企業経営にとって重要

である。物の名前は、放っておいたら決ま

るものなので「人に任せておけばいいや」

と考えるのは好ましくないのである。 

例えば、先に説明した光触媒。光触媒の

効果が見つかった初期の頃、紫外線より短

い波長のものにしか反応しなかった。した

がって、詳細に名前を付けるとすると「紫

外線触媒」となる。ところが、紫外線触媒

とせずに光触媒と命名することによって、

市場の大きさという印象は全く違ってしま

う。光触媒という名前を付けたのは、なか

なか良いセンスだと言ってもよいだろう。 

他の例として、ファインバブルを取り挙

げて説明しよう。水の中に存在する空気の

泡を次第に小さくしていくと、マイクロサ

イズ（1mm の百万分の一）の泡になる。マ

イクロサイズの泡が存在する状態の水は、

肉眼では濁った水のように見える。ところ

が泡のサイズをさらに小さくすると、具体

的にはナノサイズ（1mm の十億分の一）ま

で小さくすると、肉眼では泡の無い透明な

水のように見える。当初、ナノサイズの泡

を含有する水を「ナノバブル」と名付けて

いた。その後、ナノサイズの泡を含有する

水は色々な性能を持っていることが解って

きて、現在も研究途上であり、且つ、色々

な用途に実用化されている。一例として、

物を洗うための洗浄に使われている。 

このように用途が広がり始めたとき、ナ

ノバブルからファインバブルという名前に
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変更した。変更の背景には、ナノという名

前では「紛い物」として見られるおそれが

あったからだ。既に、市場には「ナノ〇

〇」とか「ナノ××」という名前の製品が

沢山あり、ナノバブルと言うと「またナノ

が出てきた」と思われ、本当にナノサイズ

の泡が含有されていること、カタログなど

に記載されている効果があることの二つを

多くの人に信じてもらえないのではないか

と、業界関係者が危惧したのである。そし

て、ナノバブルからファインバブルという

名前に変更した。とても、興味深い名前の

付け方である。 

ナノという言葉を残してしまった名前

に、スライドの図の下部に示しているナノ

セルロースである。ナノセルロースは、セ

ルロースの鎖を繰り返し切断し、最後に出

来る 1 本の鎖である。このセルロースとは

何かというと、植物繊維である。木を砕き

続けるとパルプになる。パルプの繊維も、

砕き続けると最後は 1 本の鎖になる。1 本

の鎖は、概ね 40 ナノ程度のサイズである。

これ以上、細くはならない。この 1 本鎖を

ナノセルロースと名付けた。まさにナノサ

イズの繊維であるから、ナノセルロースと

して名付けても何ら問題は無いはずであ

る。ところが、ナノセルロースと名付けて

しまったがために、「この製品は安全なの

か」という疑問を生むことになってしまっ

た。 

「木材であれば安全」と誰でも考えるだ

ろうし、木材製品からできたパルプに毒性
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があるとは思わないだろう。ところが、ナ

ノという言葉をつけると、この細い繊維は

細胞に「悪影響を与えるのではないか」と

思う人が出てきてしまう。ナノセルロース

と名付けた瞬間に、安全性を確認しなけれ

ばならないという「強い圧力」が掛かるよ

うになってしまった。 

現在、ナノ技術の分野で、ナノセルロー

スの安全性の研究が進んでいるが、もとも

とナノセルロースの製品というのは、世の

中に沢山供給され、使われている。例え

ば、ナタデココという食品がある。ナタデ

ココは、木材を分解して作ったナノセルロ

ースではない。ナタデココは、菌が作るナ

ノセルロースである。特定の菌がセルロー

スの 1 本の鎖を作って、それを繰り返し作

り続け、束にしたのがナタデココなのであ

る。ナタデココは昔から食品として食べら

れており、安全性の問題は殆ど無いと言っ

ても良いだろう。 

ところが、これをナノセルロースと名付

けてしまったために、安全性の確認を必要

以上に求められてしまった。名前の付け方

は、製品に影響を受えてしまう事例の一つ

である。 

名前の付け方について、環境用語は困っ

た状態に陥っている。環境用語というもの

が出始めたころ、各業界が様々な環境対策

を行っていた。この対策が業界ごとに異な

っていので、用語も統一感なく、バラバラ

になってしまった。 
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例えば、二つの業界のなかで、同じ名前

の環境用語が使われているが、それぞれの

業界で、異なる意味で使われていたりす

る。これは標準化に失敗した典型的な例で

ある。単語の標準化の失敗である。 

しばらくして、ISO は環境用語の統一目

指し、標準化活動を始めた。しかし、すで

に普及してしまった用語を変えることは殆

ど不可能である。したがって、現在は辞書

を作る作業を行っている。 

このように用語というものは、最初に決

まってしまう。決まった後に、用語を変え

るのは非常に難しい。用語が自社の目指す

製品の概要を適正に示しているかどうかに

よって製品の売れ行きは変わってくる。用

語の示す範囲が広すぎると、従前から存在

する製品と差別化ができない。逆に狭すぎ

ると、特殊なものに見えてしまい市場が広

がらなくなる。用語が流行ってしまうと、

用語が意味する能力を持たない偽物が市場

に登場するかもしれない。 

このようなことを起こさないために、用

語の付け方は、決して人任せにしてはなら

ない。研究初期段階に決まる用語、これに

ついても戦略的な対応が必要ということで

ある。 
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 研究開発活発期 

研究開発初期段階が終わり、研究開発活

性期に入ると、色々な人が研究するように

なる。当然、自社の利益を守るために、研

究開発の成果物である技術の特許化を進め

なければならない。特許化という行為が、

非常に重要な段階に入ってくる。この時期

には、評価方法の標準化が重要になる。試

験方法の標準化の章で詳しく述べたよう

に、この時期に学会で測り方がデファクト

化する。 

学会に研究論文が数多く投稿され、公開

されていく。研究論文中に測り方は必ず記

載されている。その測り方がデファクトと

して決まっていくのがこの時期である。 

そして、研究ガイドラインというものも

決められていく。低いレベルの研究を排除

する、もしくは倫理的に問題のある研究は

着手されないのである。このようなことが

この時期に行われる。 

ただし、研究開発活発期の標準化におい

て、少し注意しなければならない事項があ

る。それは、測り方の標準だけが先に決ま

ってしまうと、自社製品の競争力が失われ

てしまう現象が起こることである。 
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測り方の標準化は、自社製品に競争力が

備わっているときに仕掛けなければならな

い。測り方の標準化が時期的に早すぎる

と、大きな問題を起こしてしまう。これに

ついては測り方の説明の時に述べたよう

に、研究開発段階の測り方というのは「正

しく測れる」というものでなければならな

いが、測り方の決定が早すぎると研究開発

を阻害することがある。 

例えば、ES 細胞と iPS 細胞、両細胞を比

べてみよう。再生医療に使う上では ES 細

胞の方が iPS 細胞よりも使いやすい細胞で

ある。ES 細胞というのは受精卵から作る細

胞であり、iPS 細胞は京大の山中生先生が発

見した、人工的に分解しやすくした細胞で

ある。細胞の品質だけ比べると、ES 細胞の

方が安定しており、癌化し難い細胞であ

る。ゆえに、細胞の品質の標準を決めてし

まうと、ES 細胞の方が良いという結果にな

ってしまう。そうなると iPS 細胞の研究者

が次第に減り、多くの研究者は ES 細胞の

研究に移ってしまうかもしれない。しかし

iPS 細胞には、受精卵を使わずに作ることが

出来る。ヒトの細胞を培養して作ることが

できるという、極めて特殊な利点がある。

したがって、iPS 細胞の研究者の数が少なく

なるような標準は作ってはならないのであ

る。 

実際に日本の政府は、iPS 細胞を世界に広

めるために「早期の標準化」という指示を

下したことがあった。これは間違いであっ

たと言えるだろう。標準化の研究者や識者
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は、この段階での標準化を懸命に止めた。

今の段階では標準化をしてはならないと。

研究開発が活発に行われて、色々な可能性

がある段階では標準化すべきではないので

ある。 

標準化というのは可能性の芽を摘む機能

を持っている。標準化を行うと、いろいろ

な芽が摘まれ、その代わり主流が決まり、

主流を基にした改良が、より短い期間に行

うことができる。ところが、iPS 細胞の可能

性が広がっている段階では決して標準化を

してはならない。標準化をせずに研究開発

を色々な方向に進めていくということが重

要なのである。これは、研究開発段階での

標準化の重要なポイントであるから、必ず

頭の片隅に置いていて欲しい。 

そして、試験方法の標準化の時に述べた

ように、製品を上市したときの標準化、こ

のとき、研究開発時の測り方と、異なる測

り方を標準化しなければならない。しか

し、現在、この標準化が上手に行われてお

らず、わが国の企業の課題でもある。 

 製品市場投入期 

研究開発活発期が終わり、製品を市場に

投入するとき、企業にとっては極めて重要

な時期である。特に標準化は、利益を増大

されるために、大きな役割を果たす。 

まず製品を市場に投入するときには、ブ

ラックボックスで守らなければならないも

のと、市場で公開するものを選別しなけれ

ばならない。製品を市場に出すことによ
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り、必ずある程度の技術は外部に漏れてし

まう。なぜなら、競合企業であっても製品

を見ることができるからである。少なくと

も製品による効能は必ずわかってしまう。 

市場に投入された製品を購入してリバー

スエンジニアリングをしてしまえば、どの

ような仕組みで、効能を出しているかも、

ある程度は解ってしまう。 

製品に備わっている仕組みと効能は、あ

る程度、特許で守るにせよ、ブラックボッ

クスで守らざるを得ないものもある。その

典型的なものが製造技術である。製造技術

は実質的に特許では守れないので、基本的

にはブラックボックスにする。加えて、製

品のコア技術や収益源となる仕組みもブラ

ックボックスとして守れるのであれば、で

きるだけ市場に出さないようにする。 

もちろん、特許化もしなければならな

い。細かい所まで丁寧に特許化し、改良技

術も次々に特許化することによって、技術

の主導権を握ることが重要になる。 

そして、製品を市場に投入するときに重

要なのが、三つの標準化である。一つ目は

旧来製品との比較ができるようにする測り

方、つまり旧来製品を駆逐して新しい製品

が市場を取るための標準である。 

二つ目は新機能の標準化である。これは

光触媒のセルフクリーニングで述べたよう

な標準である。新しい機能が出てくるので

あれば、その機能が正しく測れるようにす

ることが重要である。紛い物が出てこない
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ためにも、新機能の測り方、これを標準化

するのは重要なポイントになる。 

三つ目は、インターフェースの標準化で

ある。これは、新しいインターフェースを

作るのか、それとも今までのインターフェ

ースを使うのかという意味で重要な課題で

ある。なぜ重要かと言うと、既存のインタ

ーフェースを使わざるを得ない部分という

のは必ずある。しかし、既存のインターフ

ェースを使うことによって、新しい機能が

出せないこともある。何を使うか、その判

断は難しい。 

わかり易い例を挙げると、昔のデジカ

メ。多くのデジカメは乾電池で動いてい

た。乾電池で動くデジカメは、どこでも電

池を買うことができるので、電池の充電な

どは必要ない。手軽に使うことができ、市

場は受け入れやすい。 

ところが、乾電池を内蔵することで、ど

うしても重たくなってしまい、デジカメの

総重量を軽くすることができない。稼働時

間を伸ばすこともできない。そうすると、

乾電池ではなく、充電型の電池を使わなけ

ればならない。 

現在、販売されている標準に適合した製

品を使うのか、それとも新しい技術を用い

た製品を使うのか。重大な判断である。技

術が進歩している段階では、このようなこ

とが次々に起こってしまう。例えば映像分

野。一番初めに製品化されたビデオでは

RCA コードという 3 本のコードで映像と音

声を送っていた。より優れた品質の映像を
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見たいということで S コードという標準化

された製品も生まれた。さらに、D コード

と呼ばれるデジタルのコードが生まれた。

そして、現在では HDMI というコードが用

いられている。もちろん HDMI にもバージ

ョンがあり、1.1 から 1.2、1.3 というよう

に、高速でデータが送れるように改良が加

えられている。 

このように、次々と新しいコードが作ら

れたのは、映像分野の新しい技術が使えな

いからである。例えば DVD で 3D を観よう

と思えば、バージョン 1.3 以上の HDMI の

コードを使わなければ信号を送ることがで

きない。したがって、新しいコードを使わ

ざるを得ないのである。 

もちろん、古い技術をそのまま使えるよ

うにしておかないと、古いものと繋ぐこと

ができなくなる。既に自宅にある映像機器

が HDMI のインターフェースを備えていな

ければ、一つ前のインターフェースと繋が

ざるを得ない。 

したがって、製品を市場に投入するとき

に、どこまで古いインターフェースを維持

し、どこから新しいインターフェースを使

うのかということも、重要なポイントであ

る。これは、標準の下位互換性をどこまで

維持するのかという考え方である。 
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加えて、規制によるインターフェースに

ついて少し説明しよう。規制によってイン

ターフェースが強制的に変わってしまうこ

ともある。例えば、欧州では携帯の充電は

MicroUSB でなければならないという規則が

作られた。このため Apple は欧州では

Lightning 端子だけでは許されないことにな

った。ゆえに、Apple は欧州で Lightning 端

子を MicroUSB に変換するコネクタを売り

始めている。欧州だけで変換コネクタを売

るわけにはいかないので、世界中でこの変

換コネクタを売り始めた。この規制は欧州

が Apple の囲い込み戦略を嫌ったためとい

うように見ることもできる。このような標

準が強制に決められると、その標準を使わ

ざるを得ないので、インターフェースが強

制的に決まる。 

もう一つの有名な例は米国で起きた。米

国は著作権保護の関心が高いので、HDMI

に著作権保護機能が組み込まれ、これを使

わなければならないというルールが作られ

た。これで D 端子などを備えている DVD

プレーヤーが一気に消えた。全ての DVD

プレーヤーが HDMI 端子を備えるようにな

ったのである。 

このようなインターフェースの使いわけ

戦略、企業が製品を市場に投入するときに

極めて重要な戦略となる。 
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 市場競争激化期 

製品市場投入期が終わり、市場競争が激

化してくると、新しいことが起きる。激化

期に入ると、仲間を増やすために技術を

徐々にオープンにしなければならない。

色々な人が同じものを作ってくれること

が、市場で競合他社に競り勝つためには、

重要なポイントになることが多いからであ

る。そして製品が世の中に沢山出ると、ク

ラス分け標準を丁寧に作って、多くの製品

のクラスを分けることが重要になる。さら

にこの時期に起こるのが、製造方法の特許

化である。製造方法は先ほど特許で守れな

いと述べたが、いつかは製造技術も他社に

漏洩してしまう。その前に特許化しておい

た方が良い。完全に守れないにせよ特許化

しなければならない。 

さらに、製造方法の標準化というのも起

こることがある。市場競争が激化してくれ

ば、当然コストダウンが重要な課題にな

る。コストダウンするために、製造方法の

一部を標準化してコストを抑えることを考

えなければならないこともある。この製造

方法の標準化は、コストダウンをする上で

大きな効果を持つので、どこかの段階で、

一定の範囲内で行う必要がある。このあた

りも戦略として難しいポイントである。 

それから、市場が大きくなってくると、

当然模造品とか不良品が多くなる。これを

排除するための規制とか標準というのも重

要になる。 
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そしてもう一つが、社会安定化のための

規制があり、これは競争が激化し市場が大

きくなった段階で起こる。おそらく、この

ような規制は、市場に製品を投入するとき

に作るべきであろう。新しい製品が市場に

何らかの不安を与えるとすれば、必ず規制

しなければならない。 

ドラえもんのポケットを思い出してほし

い。ドラえもんのポケットから出て来る物

が、もし本当に市場にあったら、これは社

会を壊してしまう。市場に出ると同時に規

制も出さなければならない。どこでもドア

がどこでも置かれたら、社会は大混乱に陥

ってしまう。したがって、新しい技術と規

制は、ペアで出ていくべきものである。新

しい技術を正しく規制しながら使う、これ

が本当のルールである。 

しかし、実態は、技術が普及し、製品が

普及して、世の中に出て事故が起こってか

ら規制が作られることが多い。ドローンの

規制が、このような典型例であろう。ドロ

ーンが普及して、多くの人が色々な所で使

うようになり、ドローンが首相官邸に落ち

たり、ホワイトハウスの天井の上に落ちた

りした。これにより急にドローンを規制し

なければならないという気運が高まり、ド

ローン規制が作られた。この規制は極めて

厳しいものになったので、現在、人が多い

ところでドローンを飛ばすことは殆ど不可

能になってしまった。このような理由によ

り、製品が普及した後から作られる規制は

厳しくなりがちである。 
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したがって、規制は製品が市場に投入さ

れる前に定めるべきである。製品が世の中

に出る前に作っておけば大きな事故が起こ

らず、厳しすぎる規制が作られることもな

い。しかし、現実には競争激化期に規制が

定められてしまうことが頻繁に起こってい

る。このようなことに留意することが重要

である。 

不良品を排除して必要な機能のコストと

バランスを図り、そしてこれで製品を上手

く分類していくことが重要であるけれど、

コスト差がないようなクラス分け標準は失

敗するし、必要以上の数値競争を排除する

ことにも失敗することがある。このような

ことを考慮しながら、クラス分け標準を導

入すべきである。標準の使い分けというこ

とが重要な課題になってくる。 

ここまで説明してきたように、標準とい

うのは、まず初めに物の名前や単位を決め

る。それによって物の外縁が定義される。

外縁が定義されると、そこに測り方の標準

ができる。定義された外縁の中でそれぞれ

の製品の優位性や性能がどこにあるか、こ

れを測り方で示すことができるようにな

る。物の性能が比較可能になれば、性能の

低いものを排除するということが可能にな

る。これが不良品を排除するための一つ目

の製品標準である。 
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ただし、残った製品の中でも、その製品

のランク分けをしていくことが重要になっ

てくる。物の使用を規定する標準を作り、

クラス分けの製品標準というものが作られ

る。クラス分けをすれば、自分の製品が A

クラスにあることの証明も欲しくなる。こ

れが認証である。 

このように標準というのは、色々なもの

を段階的に使い分けていくことが重要であ

る。一つの標準を作れば終わりということ

ではない。標準の使い分けを丁寧におこな

う、これが標準の上で重要なポイントにな

る。 

これまで述べた中でも、製品の標準化、

試験方法の標準化、クラス分けの標準化、

そして認証。この四つだけ取り出しても、

それぞれの効果と欠点というものは異なる

わけである。 

これを正しく使い分ける、使い分けてそ

の製品の良さを生み出す。製品の良さは多

くの人が解るようにしながら、製品を安定

的に、市場を安全に成長させる。これが標

準の課題である。ぜひ標準をうまく使い分

けて欲しい。 
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 市場飽和安定期 

最後に、市場の飽和期が訪れる。市場が

飽和したら、それで終わりではない。市場

が飽和しても製品は売れ続き、この時期に

も標準化すべきことがある。 

製品が売れ続ける中では、まずコストダ

ウンを図らなければならない。コストダウ

ンのためには次々に技術をオープンにし

て、上流側下流側を含めた業界全体で協力

していくことも必要かもしれない。 

それから、技術競争をやめるということ

も必要である。製品は飽和しているので、

これ以上無駄な技術競争をする必要はな

い。そのために新しく製品標準をつくると

いうこともある。競争を終わらせるため

に、試験方法標準しかなかったところに製

品標準を作る、そういったことが必要にな

る。 

加えて、特許を取ることや、規制緩和す

ることも重要である。先ほど述べたよう

に、規制は事故が起こってから作られるパ

ターンが多い。そうなると、規制は必要以

上に厳しくなってしまう。その規制を緩和

していくというのは重要である。製品が世

の中に普及して、多くの人が使うようにな

ると、どの程度の使われ方までは安全かと

いうことが事例によって分かってくる。そ

れに合わせて規制緩和を訴えていく。これ

も重要なポイントである。 
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例えば電動アシスト自転車。市場に投入

される時点では、この電動アシストという

自転車が安全に乗れるかどうか解らなかっ

た。したがって、一対一の力でしかアシス

トしてはならない、つまり人間が掛けた力

と同じ力でしかアシストしなければならな

いという規制が作られた。 

しかしアシスト自転車が普及してみる

と、安全な自転車であることが分かってき

た。そこで、アシスト力を強化することが

行われ、規制を緩和したのである。規制を

緩和することがこの時期には重要となる。 

規制緩和の事例としてエコセメントを取

り挙げよう。エコセメントは焼却灰を使っ

たセメントである。2009 年に JIS をつくる

ことによって、処理に困っていた焼却灰の

使用用途を作ったのである。セメントが使

われている場所は数多くあるため、エコセ

メントの使用用途も広がるだろうと考えら

れていた。しかし、建築基準法の関連規則

が改正されないため、長い間、建築物には

使えなかった。どこに使っていたかという

と、道路の舗装とか、土管とか、このよう

なものにだけ、エコセメントが使われてい

たのである。これが 2016 年の 6 月にやっと

規制緩和された。これだけ長い間、色々な

ところで使ったおかげで安全に使えること

が解ってきたのである。規制緩和というの

は、安全に使えることが確認されれば、適

正になされるべきである。現在、規制緩和

によってエコセメントの利用拡大を進めて

いるところである。 
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このように、段階別に技術の状態を変え

るということが、実は技術戦略、知財戦略

であり標準化戦略である。これができるよ

うになるというのが重要なポイントであ

る。 

 段階別に見た技術形態の選択例  

スライドに示している表は技術形態の選

択の一例を示しているだけである。しか

し、表を埋めることができるようになれ

ば、標準化戦略や知財戦略が策定できるよ

うになったと考えていいだろう。標準化戦

略や知財戦略と言うよりも、テクノロジー

マネジメント戦略と言ったほうが適切な表

現ではないだろうか。技術をどのような状

態に置き、企業の意思通りに管理できる戦

略をつくる。これが、標準を学ぶ学生諸君

に期待されている能力である。 
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 演習１３  

本章の演習では、知財をどのような状態

に「置くべきか」を考えてみよう。 

どのような技術は特許にしない方がよい

のか、どのような技術は特許にしないで隠

すべきなのか、それとも特許にしないで公

開した方が良いのか。さらに、どのような

技術は標準化した方が良いのか、どのよう

な技術であったら規制に持ち込むことがで

きるのか。これを考えてみよう。 

 演習１４（最終演習）  

では、最終の演習について説明しよう。

最後に課題として取り上げるのは新市場創

造型標準化制度である。数年前から経済産

業省が運用しており、中小企業が JIS 規格

を作り、新市場を立ち上げることを目的と

する制度である。すでに 20 社～30 社の企

業が制度に参加しており、規格化を進めて

いる。 

ところが、この制度は色々なリスクを孕

んでいる。まずは、制度の長所と短所を考

えて欲しい。 

次に、日本品質規格協会のパンフレット

から具体案件を一つ選び、仮に標準化した

ら、どのような効果があるのか、同時にど

のようなリスクを負うことになるのかを考

えて欲しい。（日本規格協会「新市場創造型

標準化制度」
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［https://www.jsa.or.jp/datas/media/10000/md_

3852.pdf］） 

加えて、余力があれば、ビジネス効果を

高めるために、他にどのような標準化があ

り得るかも考えてみよう。標準化によって

どのようなメリットがあり、どのようなリ

スクがあるのかを考えてみることは、面白

い体験になるだろう。 

これがまさに標準化戦略や知財戦略を策

定することである。これが出来るようにな

ったかどうか最終課題で確かめてみよう。 
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